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肩僻曲配車鮒こ両-^ る参覆的鳶狐
荼立-^短大　o 抜田雅子　三田前紀起　小僻す手　ムロ正隆

（ 目的）肩郡曲Sit 晨笥 可ISLrぶ一水曲而とニ双曲面の連丿

統体i して幾何^r) レt 眼弧し　や 態的椅柱石･1 ぴi  の

碁簡図t  の園研､■t貳^it し　被限の奉痕設 計において広

く 爪吊可能 ぶ豪射^ 倚ゐ: t-s 日的 と( rこ、

( オ幻 系仰の曲咄竃円雄 の一郡 と平面の皇糖体に毛 で

･レ化し　正面図、側面図ヵヽら束筒図す男 丸Tこ。石エ図卜

永々i  り卜丿 燦の傾斟/角χ、 円錐 と平面・ 疼錬痢中、 円

錐 瓶面の牛眼p.、肩菜の長^  h。0   の柘-  ̂  tii とし　晨

哨図JC.の官、あ、6,    ざi 幾備 呼的lこ永のた。

£辣果〕 糸柳彩状l モ予･レ化し　下記 の↓ りのす聳曳ロ

利 定値-L代 ヽ寸i> ごし1- ぶっ7 及開図としー-x定量的ド 作

図恥可飽しrj つ斤。

令－R  ･ 中　　　　　　　6 ・ 中・yC以C^

い 伺 （ぶり/ 仏詞'')

い け（C・･中-Of  ･た／M^ 中

i り 繊折角、 鳥眼川^ さ。前 後への曲幸、自辨<A 専

J
1い:   匹 できr- ,  石て馴 ぺ の一例i 氷乱
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■§的　 上半身用衣服|てお､.リ.     腕呵 根 周延^ 冷 むI  祁i^ 躬 態､J .   ^ ,い 也i: χ､? i;影考 £

与^.if". 、)<. 9 ー ン作 成に お 、ヽ■? も童令r/  祁(it ﾏ'あ る.   表 面お 政研 呪<7<方娘 とし1  ＼}.

通 弗． 包啄石庫 法々畑紙 法茸 が禰 ヽヽ ら れ7  、.ヽゐぶ．奉 回､j.'%% 後景わVヽ ら近 似表面 展糾 図

作或i r ゛の-  si. 川f 業ｌ す べて.   根験 及V- 非捨 郎r 行iハ ご とを§的 とレ.   ^ 勤 起理ド ぷ

ゐ糟 、(  ̂系 闘活 につヽヽ マ瞼討 し に．

雪 法　 濠葦'M ＼i-＼i．左石(^  上 腕邨 を令 ひ 市部 同追 とレ.   i.了レ17)l ラFHg'ct 用 リヽ

濠彩 しに． 植験 遁 ＼i．-tr 荼石そ像t レ.   曳 角 一良・ 榛 乎副 辰 聞法等7 方it  万進 似 表 面幕閣

μ ぶる鼻綱 伺^  作践しに． 片i^ ら 。り.   a ぢ-;£. をまsi; レマ#  用 軋琳?  行r八 ヽ 尨邨 の特載

E i く表 わし マヽヽ ゐ方 法を最昧 的u  &  胡低 としfこ．以,こ　>  ̂・ 方 法を唄 ヽヽ マ.  前恒を 暴の

/fi 卵お 剱り 分類r- 基,つ ，*マ差 出 しに袱験 遵5  多ド フ ヽヽ T ^･幕闘 図 £  if 成 レ.   逡合 性トn  ■■ヽ

マ，;･遠溥 をけTj ，r--.
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莱。7  鍾･肖県M -;s a 、ヽ ず れじ お ヽヽ マ41  県8/i 図^  作成 が可 紅 であ ぺ こ。 申r･*  .   交ft －

/0  '　)   ^ 梼 呼面 暴胡 砥 にi- る晨絹 伺 が。棟尊丿呑マ･め ふ石冷像 と の一収紺があ<  .　ｌ

$ if 形捧<^ 襄<，φ 元ふi  ̂推 尊 考a  幕閣 伺[こお､｡ヽ 7 右.    そ れぞれ・ 形 略的 特赦 を ぷ<  ゑ

。特1-  ̂.   上脈 骨頭-it it ■S会心^ 邨上 面 の－i^n  ＼iあﾌ ヽ、r--，


